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葉
山
町
交
通
安
全
母
の
会

　
「
私
た
ち
の
力
で
交
通
事
故
を
少
し
で
も

減
ら
し
た
い
」
�
。
そ
ん
な
願
い
を
込
め
、

葉
山
町
交
通
安
全
母
の
会
が
誕
生
し
た
の

は
、
ち
ょ
う
ど
二
七
年
前
。
現
在
は
、
小
中

学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
や
校
外
委
員
の
経
験

を
持
つ
お
母
さ
ん
た
ち
を
中
心
に
、
五
三
人

の
会
員
が
、�
交
通
事
故
ゼ
ロ
�
を
め
ざ
し

て
、
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
し
て
、
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

び
っ
し
り
。
そ
の
内
容
も
多
彩
で
す
。

　

中
で
も
主
要
の
活
動
は
、
毎
月
一
日
と
十

五
日
の
「
交
通
安
全
の
日
」
に
行
う
広
報
活

動
。
こ
の
日
は
交
通
安
全
協
会
の
広
報
車
で

町
内
を
巡
回
し
た
り
、
横
断
歩
道
な
ど
街
頭

で
の
交
通
安
全
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
四
回
の
交
通
安
全
運
動
の
期

間
中
も
街
頭
に
出
て
、
声
を
大
に
事
故
追
放

を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
毎
年
、
春
の
入
学
式
当
日
に

は
、
町
内
の
各
小
学
校
の
校
門
前
で
、
新
入

学
児
に
ぬ
り
絵
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
を

配
っ
て
、
交
通
安
全
を
Ｐ
Ｒ
。
お
年
寄
り
の

交
通
事
故
も
多
い
た
め
、
警
察
官
と
一
緒
に

高
齢
者
宅
を
一
軒
一
軒
回
り
、
安
全
意
識
の

高
揚
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
。
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な

の
が
、
会
長
の
鈴
木
玲
子
さ
ん
の
�
ひ
ら
め

き
�
か
ら
生
ま
れ
た
「
七
夕
飾
り
」
で
す
。

今
年
も
、
役
場
と
葉
山
警
察
署
の
正
面
に
大

き
な
七
夕
飾
り
が
作
ら
れ
、
町
内
の
小
学
校

が
交
通
安
全
の
願
い
を
星
に
託
し
て
書
い
た

思
い
思
い
の
短
冊
が
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　
「
最
近
は
若
者
の
交
通
ル
ー
ル
が
特
に
悪

い
。
大
人
も
譲
り
合
い
の
精
神
に
欠
け
、
自

己
中
心
的
。
思
い
や
り
の
心
が
あ
れ
ば
、
事

故
は
も
っ
と
減
る
の
に
」
と
鈴
木
さ
ん
。

　

葉
山
の
交
通
事
故
が
一
日
も
長
く
ゼ
ロ
で

あ
る
よ
う
に
、
会
員
の
み
な
さ
ん
は
今
日
も

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正　

8
月
号
に
お
い

て
、
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

俳
句　

轟
と
迎
へ
る
や
↓

　
　
　
　

波
轟
と
迎
へ
る
や

�

�

�

�

�

�
◎
特
選　

＊
共
選

◎
こ
ん
な
に
も
美
し
き
も
の
か 
死
顔  
一  
世 
の
労
苦
昇
華
せ
し
母　
　
　
　
　
　

渡
辺　

裕
子

デ
ス
マ
ス
ク 
ひ
と 

よ

（
評
）
言
い
し
れ
ぬ
尊
敬
と
労
り
を
こ
め
昇
天
の
母
上
を
送
る
美
し
い
挽
歌
。
三
句
目
の
表

現
に
節
度
あ
る
言
葉
選
び
が
あ
る
。
尚
今
夏
の
猛
暑
の
歌
が
並
び
ま
し
た
。
ご
自
愛

を
祈
り
上
げ
ま
す
。

　

申
し
訳
ほ
ど
の
喜
雨
な
り
草
い
き
れ
白
檀 
薫 
き
て
三
伏
に
耐
へ　
　
　
　
　

安
藤
と
み
子

た

　

タ
チ
ア
オ
イ
・
ヒ
マ
ワ
リ
の
花
梅
雨
空
を
お
し
あ
げ
押
し
あ
げ
夏
引
き
寄
せ
る鈴

木　

榮
子

　

梅
雨
明
け
て
射
す
日
の
強
さ
干
し
上
げ
し
シ
ー
ツ
三
枚
ぱ
り
っ
と
乾
く　
　

山
岸
由
美
子

　

外
流
し
の
亀
ノ
子
束
子
干
涸
び
て
こ
ろ
こ
ろ
軽
ろ
し
暑
さ
極
ま
る　
　
　
　

山
本　

ふ
で

　

電
柱
の
細
き
日
蔭
を
選
り
て
待
つ
信
号
変
る
間
の
暑
き
陽
の
中　
　
　
　
　

三
浦
美
津
代

　

海
に
向
く
民
宿
の
夜
は
漁
火
の
数
増
し
て
を
り
潮
騒
を
聞
く　
　
　
　
　
　

金
井　

比
佐

　

友
よ
り
の
見
舞
ひ
の
便
り
に
貼
ら
れ
た
る
切
手
は
故
里
萩
の
白
壁　
　
　
　

半
田　

輝
子

　

花
柄
の
タ
オ
ル
に
覆
ふ
片
乳
房
音
な
く
沈
む
湯
舟
の
片
辺
に　
　
　
　
　
　

鈴
木　

久
江

　

御
飯
よ
と
呼
ぶ
に
応
へ
て
暫
く
は
い
ま
だ
明
る
き
庭
に 
素  
振 
り
す　
　
　
　

近
藤　
　

糺

す 

ぶ

短　

歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

保
子　

選

�
妻
と
ゐ
て
言
葉
は
い
ら
ず
蟲
を
聴
く

近
藤　
　

糺

（
評
）
お
互
い
に
生
活
に
馴
れ
て
く
る
と
、 
一  
挙  
手 

い
っ 
き
ょ 
し
ゅ

 
一  
投  
足 
・
第
六
感
で
何
事
も
理
解
で
き
る
よ

い
っ 
と
う 
そ
く

う
に
な
る
。
閑
か
な
夜
し
ば
ら
く
語
ら
ず
に

居
る
と
、
ど
こ
か
ら
か
虫
の
音
が
そ
ぞ
ろ
に

深
ま
り
ゆ
く
秋
の
寂
し
さ
を
告
げ
て
く
る
の

で
あ
る
。

　
 
流 

り
ゅ
う 
燈  
会 
波
音
佛
の
声
な
ら
ん　
　
　

中
村　

常
光

と
う 

え

（
評
） 
精
霊 
舟
が
発
達
し
て
燈
籠
流
し
と
な
っ
た
と

し
ょ
う
り
ょ
う

い
う
。
精
霊
供
養
の
た
め
、
盆
の
十
六
日
の

夕
方
、
燈
籠
に
火
を
点
じ
て
河
や
海
に
流
す

こ
と
で
あ
る
。
当
地
で
も
毎
年
森
戸
海
岸
で

行
な
わ
れ
て
い
る
。 
掲 けい 
出 
の
一
句
は
、
寄
せ

し
ゅ
つ

て
は
返
す
波
の
音
が
さ
な
が
ら 
御  
魂 
の
声
に

み 

た
ま

聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
 
爪  
立 
ち
に 
父  
子 
跳
ね
ゆ
く
砂 
灼 
け
て

つ
ま 

だ 

お
や 

こ 

や

高
梨　

久
子

　

カ
ー
テ
ン
の
吹
か
れ
戻
り
し
夜
の
秋

新
井
か
ね
子

　
 
片  
蔭 
を
廻
り
道
し
て
風
に
逢
ふ　
　

石
川　

光
子

か
た 
か
げ

＊ 
双  
体 
の 
道  
祖  
神 
に
木
の
実
二
つ
置
く

そ
う 
た
い 

く 

な 

ど

安
藤
と
み
子

　

油
断
す
な
梅
雨
が
た
ち
ま
ち
泥
の
海

西
沢　

虚
心

◎＊

俳　

句　
　

沼
田
葉
櫻
子　

選

俳　

句　
　

淺
井　

一
志　

選

◎
流
燈
の
止
る
と
見
え
て
流
れ
け
り　

中
村　

常
光

（
評
）
飯
田
蛇
笏
の
句
に
、「
流
燈
の
ひ
と
つ
に
は
か

に
さ
か
の
ぼ
る
」と
い
う
作
が
あ
り
ま
す
が
、

中
村
作
も
流
燈
に
何
か
意
志
の
働
き
が
あ
る

よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
流
燈
が
ふ
と
と
ど

ま
る
よ
う
な
動
き
を
し
た
か
と
思
う
と
、
再

び
生
き
も
の
の
よ
う
に
動
き
出
し
た
と
い

う
。
こ
こ
が
こ
の
句
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

＊
妻
と
ゐ
て
言
葉
は
い
ら
ず
蟲
を
聴
く

近
藤　
　

糺

（
評
）
む
ず
か
し
い
こ
と
は
い
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

中
七
の
「
言
葉
は
い
ら
ず
」
い
わ
れ
ま
す
と
、

こ
の
夫
婦
は
あ
る
年
齢
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。
以
心
伝
心
、
虫
を
聞
き
つ
つ
も
お
互

い
考
え
て
い
る
こ
と
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
こ
こ
ま
で
来
る
に
は
い
ろ
い

ろ
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
連
想
が
ひ
ろ
が
り
ま

す
。

　

風
涼
し
湾
一
望
の
行
幸
碑　
　
　
　

新
井
か
ね
子

＊
双
体
の
道
祖
神
に
木
の
実
二
つ
置
く

安
藤
と
み
子

　

初
島
に
蘇
鉄
花
咲
く
海
の
碧　
　
　

石
川　

光
子

　

潮
騒
の
ご
と
く
波
打
つ
青
田
風　
　

石
井
富
貴
子

　

七
回
忌
迎
ふ 
凌  
霄 
か
づ
ら
か
な　
　

高
梨　

久
子

の
う 
ぜ
ん

　締切は、毎月３日（消印有効）。はがき１枚
に、一人３首か３句まで（当季雑詠）、住所、
氏名、電話番号を書いて、企画課「葉山歌壇俳
壇係」まで
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◆おひさままつり
　少人数、外遊び、自然食が特徴のおひさま
保育室のおまつりです。バザー、屋台、音楽
会、ゲームなど。９月５日（日）１１時～１５時　
森山神社（旧役場前下車、駐車場なし）　□問 �
８７６－２２０７おひさま保育室

◆定例ボランティア活動
　９月１１日（土）９時３０分から　老人ホーム
「葉山清寿苑」対象どなたでも　 □問 �８７５－
６７３４大熊（ボランティア連絡協議会）

◆人間力開発セミナー講演会
　テーマ「For Yourself ～あなたにできるこ
とってなんですか～」講師中山靖雄氏　９月
１２日（日）１０時～１２時（開場９時３０分）　横須賀
芸術劇場　定員５００人　参加費無料　□問 �８２４
－１０６１　横須賀青年会議所

◆神奈川まちづくりフォーラム講演会
　道州制提唱の第一人者である大前研一氏を
迎え神奈川と日本の未来を考えます。講師大
前研一氏　９月１２日（日）１２時３０分～１４時３０分
（開場１２時）　横須賀芸術劇場（大ホール）　
定員１５００人　参加費無料　□問 �８２４－１０６１　
横須賀青年会議所

◆第７回エスポワール展
　９月１７日（金）～２０日（月）１０時～１７時　図書
館２階ホール　水彩、油彩、日本画、一版多
色刷など楽しい絵画展です。　□問 �８７６－０５７１
山野（葉山エスポワール会）

◆遺言と相続税の無料相談会
　９月１８日（土）１０時～１６時　逗子市池子２－

９－２４（京急神武寺駅２分）　予約制（１回１
時間以内）　□問 �８７０－６５８３�８７０－６５８４谷内
（ＮＰＯ法人アセッツ＆ライフプラン相談セ
ンター）

◆ 第３回ボーイスカウト体験キャンプ
　野外活動を体験してみませんか。１．体験
ディ・キャンプコース　９月１８日（土）９時３０
分～１５時３０分　年中～小４　２０人５００円　２．
体験一泊キャンプコース９月１８日（土）～１９
（日）９時３０分～翌日９時３０分　小５～中２　
１５人１，０００円　第３団集会所　□問 �８７５―３５６９
渡辺

◆日本の美しい自然を撮ろうフォト
　コンテスト入選・入賞作品写真展
　全国の素人の方々が日本の美しい自然を
テーマに撮った作品を阿久悠・三枝成彰・コ
シノヒロコ・大出一博（一部抜粋）ら審査員
が選出。９月１９日（日）～２６日（日）１０時～１８時
葉山文化園　入場無料　□問 �８７６－３１８８阪本

◆小中学生英語スピーチコンテスト
　第２回かながわ英語スピーチコンテスト開
催　９月１９日（日）　磯子公会堂にて。　開場
１３時４５分　入場無料　詳しくは、主催マ
ティーこども英会話までお問合せください。
□問 �８６５－８７１７（マティーこども英会話）

◆小児科医から教わる衣食住と健康
　「医者いらずクスリいらずの健康法」などの
著者、真弓定夫先生の講演会。９月２３日（木）
１３時３０分～１６時３０分（開場１３時） 逗子市図書
館ホール　１，０００円　□問 �０４６７－２３－５８６６・�
０４６７－２３－５８６８天羽（アースママクラブ）

◆オストメイト健康相談会
　人工肛門、人工膀胱の人とその家族対象。
専門医等の講話、補装具展示予定。参加無料。
９月２５日（土）１３時３０分～１６時３０分　横須賀市
立総合福祉会館５階視聴覚室　□問 �８７５－
８４７８新倉（日本オストミー協会神奈川支部）

◆葉山町文化祭俳句大会
　１１月１１日（木）１１時受付　福祉文化会館２階
当日配付の句集により７句互選　５００円食事
用意　ハガキに秋季雑詠２句と当日の出欠・
住所・氏名・電話番号を記入し〒２４０－０１１１一
色１４９２三橋方　葉山俳句連盟　締切９月３０日
□問 �８７５－１２９１三橋（葉山俳句連盟）

◆特別経営相談会開催
　経営上のことで悩んでいる方、経営を革新
しようとされている方、新規開業を目指して
いる方等のための相談会です。中小企業診断
士、税理士等専門家が相談に応じます。個別
相談で費用は無料です。　１０月１日（金）・２日
（土）１０時～１５時　葉山町商工会館（葉山町堀
内１８８３－３）　相談項目　経営革新（経営・販
売管理等）、新規開業（事業計画等）、税務
（法人設立、記帳決算等）、相続（相続税に
関する相談等）、金融（運転資金・設備資金等）
相談を希望する人は電話で　□問 �８７５－２８１０
葉山町商工会

◆竹林保全体験教室参加者募集!!
　竹は伐ることが植えること＝植林。竹の間
伐を中心に竹製品づくり・筍掘りまでの体験
教室です。１０月１０日（日）～平成１７年６月まで
９回。　葉山町木古庭　参加費無料　□問 �８７８
－６２７５伊東（三浦竹友の会）

◆日本語教師要請講座
　１０月２２日（金）１５時～１６時３０分　逗子市青少
年会館　どんな国の人にも教えられる教授法
を勉強する教え方主体の分り易い講座です　
希望者には初級～上級実習コースあり　□問 �
８７６－１１７５岡（さくら日本語の会）

　掲載を希望するときには、掲載したい月の前月
３日正午までに、企画課（�内線３３３）へお電話く
ださい。営利目的のもの、宗教・政治色の強いも
のは掲載できません。

バリアフリーヨット大会

　７月１７日（土）葉山港
（新港）及び森戸海岸
沖で障害のある人と家
族を対象に開催されま
した。ヨット体験乗船
やラジコンヨット競技
に夢中になっていまし
た。

第３回葉山ハーバーフェスタ

　第３回葉山ハーバー
フェスタが７月１８日
（日）葉山港（新港）で
開催されマリンスポー
ツを体験したり、魚介
類とふれあいました。

　７月３０日～８月９日
の間、葉山の高校生６
人が国際姉妹都市ホー
ルドファストベイ市で
海外家庭生活を体験し
ました。学生たちは、
それぞれホームステイ
をしながら学校生活を
送ったり、名所を訪れ
たりしました。充実し
た毎日でしたね。

充実した海外家庭生活でした！
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　７月２８日（水）神奈川県総合防災センターで開催され

た第４４回神奈川県消防操法大会において、第４分団

（一色地区、分団長守谷英男）が連日の訓練の成果を

挙げ優秀な成績をおさめました。

第４４回神奈川県消防操法大会出場

　町では公共下水道の汚水処理により発生する汚泥の

有効利用を図るために、民間委託により「園芸用肥料

の原料」にしています。今回、この肥料の無料配布を

行ないます。

日時　９月９日（木）１０時～

　なくなった時点で配布を終了します。

　（雨天の場合は翌日）

場所　役場正面玄関前（花の木公園）

※持ち帰りに必要な入れ物（ビニール袋等）は各自持

参してください。

※持ち帰る量は、一人でも多くの皆さんにご利用いた

だくために節度ある量でお願いします。

問合せ　下水道課　�内線３６１～３６４

園芸用肥料の無料配布

葉山警察署からのお知らせ　　　　　　　　 �876－0110

秋の全国交通安全運動を実施

期間　９月２１日（火）～３０日（木）

　警察ではこの期間中、次のことを重

点に安全運動を実施します。

�高齢者の交通事故防止

�チャイルドシートとシートベルトの

着用の徹底

�二輪車・自転車の交通事故防止

９月１１日は「警察相談の日」

　緊急の連絡や事故（１１０番）以外で、

警察業務に関する要望・意見・苦情等

を相談するときは、警察相談室「♯

９１１０番」で受付ています。

警察総合相談室　�０４５－６６４－９１１０

葉山警察署　住民相談係　�内線２１５

少年の非行防止にご協力を

　夏休み明けの新学期への不安から非

行や家出の増加が懸念されます。また、

出会い系サイトの利用による悪質な福

祉犯罪の被害に遭うこともあります。

　少年を非行や犯罪被害から守るた

め、家族や地域の皆さんのご協力をお

願いします。

請　負　者竣工期限施工場所工事種別

大洋産業（株）
平成１６年
１１月１０日

堀内：相福寺
付近の私道

管路敷設工事
（下水道工事）

（有）鈴京土木
平成１７年
２月２５日

長柄：イトー
ピア団地内

マンホール蓋
取 替 工 事
（下水道工事）

（株）葉山緑化
　　土木

平成１６年
９月１０日

堀内：向原下
りバス停から
小学校正門に
向かう町道

舗 装 工 事

大洋産業（株）
平成１６年
１０月２９日

木古庭：畠山
城址橋より衣
笠ＩＣ入口に
抜ける町道

道路改良工事

公共工事のお知らせ

クリーン葉山クリーン葉山にご協力を　!
　今年も夏の観光シーズンが終わり、ごみの散乱が目立
つ海岸線を中心に清掃を実施します。
　皆さんの積極的なご参加、ご協力をお願いします。
日時　９月１１日（土）　９時～１１時
　※雨天の場合は９月１２日（日）
　（両日とも雨天の場合は中止とします。）
　※実施の有無は、当日８時に防災行政無線で放送しま

す。
実施場所　主に森戸海岸 、真名瀬 、一色海岸 、大浜海
岸 、長者ヶ崎海岸

※上記以外の場所で実施される場合は、事前にご相談く
ださい。

用具配布　次の場所で軍手とごみ袋をお渡しします。
　清浄寺下海岸・高砂南公衆便所前・森戸海岸公衆便所
前・真名瀬漁港中根階段下 ・三ヶ岡駐車場下・一色海岸
監視所前・大海荘下公衆便所前 ・長者ヶ崎海岸元監視
所付近

集積場所　用具配布場所にごみを「燃せるごみ」「燃やせ
ないごみ」「プラスチック」に分けて置いてください。

問合せ　環境課　�内線２２２・２２３


